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「解釈改憲」は立憲主義の否定
立憲主義、民主主義に逆行する「安保関連法案」を廃案に！

こんなやり方を認めれば、政府の思うままに自由も人権も抑圧できる全体主義になります
　政府は7月16日、多くの国民の反対、疑問の声を無視して、「安保関連法案」の衆議院での採決を強行しました。

　現在参議院で審議されていますが、可決されてもされなくても、政府は「60日ルール」で衆議院での再可決を目論んでいます。

　参議院での野党の追及とともに、広範な「反対」世論を盛り上げ、法案を廃案に追い込んで行きたいと考えます。

民主主義の危機に、声を上げよう！

　今回の「安保関連法案」をめぐる一連の動きで一番問題なのは、その手法が「民主主義に反している」ということです。

　いうまでもなく、立憲主義は現代民主主義国家の根幹です。憲法で時の政権や権力者を縛り、国民に人権を保障するのが立憲主義です。

憲法に定める手続を経て、改正するならまだしも、今まで歴代政権が「違憲」としてきたことを、政権に都合のいいように憲法を解釈することは、もはや立憲主義とはいえません。

　また、「存立危機事態」を「政府が判断する」ということは、「安保関連法案」自体も、時の政府の解釈でいかようにも運用できるということになり、到底法治国家とはいえなくなります。
　政府は、各種世論調査でも「法案に反対」が過半数を超え、「今国会で可決すべきでない」が8割に達しているにもかかわらず、民意を無視して数の力で衆議院での採決を強行しました。
　このようなやり方を許しては、行き着くところは戦前の日本のような自由も人権もない「全体主義国家」です。

安倍首相の言動や自民党の憲法改正案（権利の制限・義務の強化等）を見れば、この疑惑はますます強まります。

　このことに危機感を持った広範な労働者や学生、学者、さらには集団的自衛権が必要だと考えている人も含めて、今回の民主主義を否定した手法に反対の声を上げています。
　私たちも、自身の自由と人権を守るために、自分にできる様々な形で声を上げていく必要があると思います。
平和の危機に、声を上げよう！

もうひとつの大きな問題は「平和の危機」です。
これまでわが国の安全保障は「専守防衛」で、「わが国が攻められない限り、戦わない」ということでした。
「安保関連法案」では、わが国が攻められていないにもかかわらず、「わが国と密接に関係のある国」＝米国のために、「いつでもどこででも戦う」ということになります。

これまで日本は、米国と友好国であっても、軍事的には一線を画し、戦後70年間、戦争で一人も殺さず、一人も殺されずきました。

この事実が、反米国であっても、日本に対しては友好的に接し、多くのＮＧＯが紛争地で活躍できる根拠なのです。

自衛隊が米軍とともに戦い、米国の敵の人間を一人でも殺したら最後、日本は米国と同様、その国や地域の人々の敵となります。

「米国が正義」「○○国が悪い」という理屈ではありません。自分の親や子、兄弟・姉妹を殺されれば、残るのはその恨みだけです。

　軍事力の乏しい国や地域にとって、テロは有効な軍事手段です。海外旅行者はもとより企業の海外駐在者が標的にされ、国内においてもテロの脅威が高まります。私たちも安全圏では居られません。

　また、こうした「テロの脅威」を利用して、政府は治安維持を名目に人権を抑制してくることも、歴史が物語っています。

　70年前、私たち日本人は、国内外の人々の大きな犠牲の上に、「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないようにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。」ことを決意したはずです。

　日本国憲法の平和主義は、崇高な理念であると同時に、平和を実現する有効な手段であることを、この70年間、日本が戦争によって一人も殺さず、一人も殺されなかった実績が物語っています。

　先人達が築き上げてきた立憲主義、民主主義。70年間日本人が守り抜いてきた平和主義。これら全てを、一政権の浅慮で破壊させるわけにはいきません。
　私たちは「日本国憲法を遵守します」と宣誓して職員となった者の誇りにかけて、戦争法案の廃案に向けて取組みを進めます。

　組合員、職員のみなさん。
　「おかしいことはおかしい」と今言わなければ、70年前のように、やがて何も言えない時代になりかねません。

　集会に参加するだけでなく、ツイッターでつぶやく、友人や家族と話をする、やれることは様々あります。

　自分にできる方法で、自身の声を上げてください。
長崎原爆の日 平和への誓い
　７０年前のこの日、この上空に投下されたアメリカの原爆によって、一瞬にして７万余の人々が殺されました。真っ黒く焼け焦げた死体。倒壊した建物の下から助けを求める声。肉はちぎれ、ぶらさがり、腸が露出している人。かぼちゃのように膨れあがった顔。眼（め）が飛び出している人。水を求め浦上川で命絶えた人々の群れ。この浦上の地は、一晩中火の海でした。地獄でした。
　地獄はその後も続きました。火傷（やけど）や怪我（けが）もなかった人々が、肉親を捜して爆心地をさまよった人々が、救援・救護に駆け付けた人々が、突然体中に紫斑が出、血を吐きながら、死んでいきました。
　７０年前のこの日、私は１６才。郵便配達をしていました。爆心地から１・８キロの住吉町を自転車で走っていた時でした。突然、背後から虹のような光が目に映り、強烈な爆風で吹き飛ばされ道路に叩きつけられました。
　しばらくして起き上がってみると、私の左手は肩から手の先までボロ布を下げたように、皮膚が垂れ下がっていました。背中に手を当てると着ていた物は何もなくヌルヌルと焼けただれた皮膚がべっとり付いてきました。不思議なことに、傷からは一滴の血も出ず、痛みも全く感じませんでした。
　それから２晩山の中で過ごし、３日目の朝やっと救助されました。３年７カ月の病院生活、その内の１年９カ月は背中一面大火傷のため、うつ伏せのままで死の淵をさまよいました。
　そのため私の胸は床擦れで骨まで腐りました。今でも胸は深くえぐり取ったようになり、肋骨（ろっこつ）の間から心臓の動いているのが見えます。肺活量は人の半分近くだと言われています。
　かろうじて生き残った者も、暮らしと健康を破壊され、病気との闘い、国の援護のないまま、１２年間放置されました。アメリカのビキニ水爆実験の被害によって高まった原水爆禁止運動によって励まされた私たち被爆者は、１９５６年に被爆者の組織を立ち上げることができたのです。あの日、死体の山に入らなかった私は、被爆者の運動の中で生きてくることができました。
　戦後日本は再び戦争はしない、武器は持たないと、世界に公約した「憲法」が制定されました。しかし、今集団的自衛権の行使容認を押しつけ、憲法改正を押し進め、戦時中の時代に逆戻りしようとしています。今政府が進めようとしている戦争につながる安保法案は、被爆者を始め平和を願う多くの人々が積み上げてきた核兵器廃絶の運動、思いを根底から覆そうとするもので、許すことはできません。
　核兵器は残虐で人道に反する兵器です。廃絶すべきだということが、世界の圧倒的な声になっています。
　私はこの７０年の間に倒れた多くの仲間の遺志を引き継ぎ、戦争のない、核兵器のない世界の実現のため、生きている限り、戦争と原爆被害の生き証人の一人として、その実相を世界中に語り続けることを、平和を願うすべての皆さんの前で心から誓います。
平成２７年８月９日
被爆者代表　谷口稜曄
安倍政権にＮＯ！

連合怒りの大行動

に参加しよう！
日　時：8月23日（日）

10時半～12時

場　所：国会周辺

戦争法案を廃案に！

8.22神奈川集会

日時：８月２２日（土）１５時３０分～

デモ行進／１６時２０分～

場所：やまと公園

相鉄線・小田急線「大和駅」徒歩５分

平和フェスティバルinよこはま

日時：８月２２日（土）１２時～（開演１２時３０分）

場所：横浜市南公会堂（市営地下鉄「蒔田駅」徒歩３分）

内容：【第１部】平和講演

「沖縄・島ぐるみ会議がめざすもの」

講師：島袋　純　さん（琉球大学教授）

【第２部】アジア共生の音楽と舞踊の集い

～中国獅子舞・琉球舞踊・和太鼓・フラ・ピアノ・コーラス～

スペシャルゲスト：芹　洋子　さん（歌手）

入場整理券：５００円（高校生以下は無料）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































